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はじめに

1999年9月21日(現地時間)に台湾中央部の南投鯨集

集を震源地とする ML=7.3の「台湾集集地震」が起きた.

この地震によって大きな被害 (Sakaiet al.， 2000) と地殻

変動 (Senoet al.， 2000)が生じた.本震発生から 2週間後

には余震観測が行われ，詳細な震源分布が求められている

(Hirata et al.， 2000). この地震から l年半余りが経過した

今年の 3月，地震研究所と台湾国立中央大学地球物理研究

N 

25。

所との共同研究として，この周辺域のより詳しい地殻構造 24 
を調べる目的で，ダイナマイト震源を使った人工地震観測

が行われた(図1).現在データ解析中であるが，本稿では，

観測の概要と得られた地震波形記録を示す.

観測の概要

探査は，台湾中央部の南投牒集集鑓水里の永興から東の 23 

合流坪に至る全長 14.5Kmの測線で行われた(図 2).我々

日本側観測班は3月2日に現地入りし， 3日4日に測線の

下見，及び観測点の位置決めと杭打ちを行い 5日から延

長ケーブルの展開と DATレコーダーの設置を始め， 9日

までには全 58台の設置を終えた.この測線の両端にダイ

ナマイト震源が設けられた.各爆破点の位置，爆破時刻，

薬量は表 lに示す.爆破孔は，東側爆破点 (ωSP-E町)では地

表から 4却0.3m叫，西側爆破点 (ωSP

の深さでで、あり，坑壁保護のために，東側爆破点では内径 79

mm，厚さ 6.75mm，西側爆破点では内径78mm，厚さ 9

2001年9月4日受付， 2001年 10月19日受理.
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図1. 台湾南投勝の集集地震震源地と人工地震観測地域
実印が震源地， .IOP (連続している)がDAT観測点を示す.

mmの鋼鉄製パイプで底までケーシング処理がされてい

る. この底部にダイナマイトを装填した後，現地時間の 3

月 15日及び3月 17日の夜間に爆破が行われた.観測には

単 l乾電池を電源とする DATレコーダーを使用した(図

3).時刻の較正には， GPSを受信して内蔵時計との差を記
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図 2. I永興一合流坪」人工地震観測測線
赤の*印が爆破点を示し，緑の太い線が測線を示す.
永興は SP

表1. 爆破時刻，爆破点位置，薬量

日時(台湾時間)I 緯度 | 経度
3.1521:29:42.61230 47' 03グ 11210 00' 16" 

録する方式により補正を行っている. Sampling周波数は

100 Hzで，AmpGainは全点を 40dBで統ーした.受信器

には反射法地震探査などに良く使われる SM-7B型の固有

周波数 10Hzの上下動地震計 (9伺組)(図 4)を使用し， S/ 

N比を上げるために， 1箇所にまとめて設置するパンチン

グという方法で 4Channel観測を行った(図 5).展開した

DATレコーダーは全部で 58台で， その平均間隔は約 250

m とし， 1 Stationにおける Channel間隔は延長ケーブル

を利用して約 50mとした(図的. このため，地震計の設

置場所を選択する自由度がゼロに等しく，測線の東側では

岩山の峨しい崖伝いに道路が作られており，その端から端

1200 52' 05" 

WGS84座標系

までがアスフアルトで鋪装されていたために，今岡使用し

たスパイク付きの地震計では設置が困難であることが分

かった. しかし，山側の露出している岩盤とアスフアルト

が一体化していることに注目し，岩盤は無理でもアスフア

ルトに孔を開けることは可能なので，電動ドリルを調達

し，アスフアルトにスパイク径より若干小さめの孔を聞

け，そこにスパイクを刺し込んで地震計を設置する方法を

取った (図7).この方法により，記録の質としては， 土の

地而に刺して設置した記録と比較してよりシャープな良好

な記録となった(図的.これらにより，設置された総観測

点数は 232点となった.
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図 3. 観測に使用した DATレコーダー
右半分に電源払そのftへ舶に DATテープレコーダー，増
幅13‘GPSユニットが!人j哉されている.

図 1. SM.7B型上下動地震計
1.5 rn間隔で 9j同j喪中市してあり，河端末に出力コネクターが
ある. スパイケ部分を地面に刺して凶定する

観測 果

得られたデータは現在解析iドのため，本稿では，各爆破

点の爆般に対応する測線における波形記録(レコードセク

ションと呼ばれる)から推察できる簡敢な説明にとどめ

る.図 9，10に，それぞれ SP田E，SP.Wのレコードセクショ

ンを示す.各記録は縦軸に時間 (S)，横軸には暫定的に，

各 Channel聞を等間隔に並べてある.波形には 7-20Hz 

のBandPass Filter (B.P.F) をかけてある. 振幅には

Auio Gain Control (A.G.C) =2.0秒の処理が施しである.

各記録とも明瞭な初動が認められる Sp.Eでは顕著な後

続波らしきものは認められなかったが， Sp.Wでは 3秒， 4 

秒，及び 7秒付近に明瞭な後続波(凶 10中の矢印)が認め

られた.これらの波は地下深部からの反射波と考えられ，

地殻肉の不均質構造を反映していると思われる.また，

国 5 パンザン夕、により設置された地震計
S/Nを良くする.9 i向・組で 1チャンネルずつ接続される.

Sp.E におLγて顕著な

線にi待って傾斜するこ

られなL、ことから，測

さる.

ま と め

台湾'11央部の襲集周辺i或の地殻構造を調べる
測が 2001年3月に行われた，観測用 DATレコーダーは 3

月 5円から 3月9日にかけて 58台が展l議され， 長 11.5

Kmの測線の両端で約 50 のダイナマイトを用い

が， 3月 15H及び3月 17汁に行われた.持られた 2つの

レコードセクションでは共に良好な初動が認められた. ま

た，西側の爆破点いでは，明瞭な反射波と忠われる

され，これらの波は地殻内の不均質構造を示

る.更に，東{郊の爆破点 では明

られないことから，この測線に沿って傾

る地殻情誌を反映してL、る可能性がある.今後句詳し

いデータ解析が行われることにより，集集局illl或の地ト

造が明らかにされるものι忠われる a に.いくつかの

主~lì別点の設置風封を16111 から凶 20 に示す
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図 6. 各STATIONにおける 4チャンネル設j賛同
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DATレコーダーの近くにじh2を置き， ここを基準に延長ケーブルを利用して SP-w方向にじlil，SP-Eノ的存jにCh:J， Ch4をそれ
ぞれ 50m間隔で4チャンネル設泣した.

図 7. アスフアルトに電動ドリルで孔を開けて設置された
地震計
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図 8. Station 1¥'0. 34に設置された 4チャンネル記録
Chl，Ch2がアスフアルトに孔を開けて設置して得た記録.
Ch3， Ch4が土の地面に刺して設置して得た記録
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図 9. 東の爆破点 SP-Eによるレコードセクション

西側 (W)がStatioロNo.l-Ch 1に，東側(芭)がStationNo. 58-Ch 4に対応し，総チャンネル数232点を等間隔で順に並べてある.
後続波らしきものは特に見られない.
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図 10. 西の爆破点sP-wによるレコードセクション
3秒.4秒，及び7秒の矢印に示す位置に明瞭な後続波が見られる.

これらは地下深部からの反射波と考えられ，地殻内の不均質構造を反映していると思われる.
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図 11. 発破点のボーリング作業

毘 12. Station No. Il.Ch 2の設青点

DATレコーダーを操作中.

上反 ¥l' .羽田敏夫・歳下英司

図 13. Station No. 13-Ch 2の設i百点
中央部にGPSアンチナと梱包された DATレコーダーが見
える.

図 11. Station No. 17-Ch 2の設世点
Grs党結作業1札

図 15. Station N o. 22-Ch 2の設置点
横榔(ビンラン)林の中で、地面は非常に硬い.
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臨 16. 岩ilJ{こ作られたì~IJ線上の道路
右側がおP-Eガ向

関 17. Stallon No. 29-Ch 2のI没置点
アスブアルトにずしを開けて設置された地震計.

図 18. Station No. 34心h2の設置点
アスフアルトに孔を開けて設置された地震計.

図 19. Station No. 51-Clはの設置}，I，~

アスフアルトに孔を開けて設置された地炭計.

困 20. Station No. 53-Ch2の設前点
アスフアルトに子しを開けて設置された地震計 コンクリー卜

塀の友側は瓦燥の捨場で地震計の設置には向かない.
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